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東京都
昭島市 第4回昭島矯正展

９月29日（日）、東京都昭島市に所在する矯正研修所を会

場として、東京矯正管区主催第４回昭島矯正展が開催されまし

た。昨年度の来場者を大きく上回り、約3,600人の方が来場され

ました。

昭島市臼井市長を始め、多数の御来賓の方々によるオープニン

グのテープカットを皮切りに、特別機動警備隊の訓練実演を始めと

した野外ステージイベントでは、矯正支援官である音楽ユニット

「Paix²（ペペ）」によるミニコンサートのほか、地域住民によるステー

ジで盛り上がりました。矯正展ならではの施設見学も多くの方に体

験していただくことができ、大盛況のまま閉会となりました。

11月23日～24日には、東京国際フォーラムで第64回全国矯

正展が開催されます。全国の刑務所作業製品が集まる最大規模

の矯正展です。ぜひご来場ください。

見て！
買って！
食べて！
矯正施設ってどんなところ？

見て！
買って！
食べて！
矯正施設ってどんなところ？

ホームページ

http://www.moj.go.jp/kyousei1/
kyousei08_00101.html

☎048-600-1560 (直通）
1.toukyoukyousei.j7u@i.moj.go.jp
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～大盛況！ご来場ありがとうございました～
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少し難しいテーマでしたが、子どもたちも
一生懸命書いてくれました！

昭島矯正展では、当課もメッセージアートの作品
製作を出展しました。
「受刑者・在院者に向けて」をテーマに一言メッ
セージを書いてもらい、そのメッセージで一つの作品
を作るというものです。
老若男女かかわらず、多くの方にメッセージを書い
ていただき、来場された皆さんの思いが詰まった温か
い作品を作ることができました。
できあがった作品については、東京矯正管区内の
矯正施設に届けて、受刑者・在院者に見てもらえ
るようにしたいと考えています。

社会復帰を願い、総数400枚

矯正支援官でもある
音楽ユニット
「Paix²（ペペ）」
さんにも書いていただ
きました！

『立ち直りの「思い」を受け止める』
更生支援をイメージしたイラストです



▼基礎自治体であまり接点のない
団体の方々のお話を聞けてとても
良かった▼更生支援や再犯防止
は独力で情報収集することが難し
いので今後も参加したい▼更生支
援は正解がないので、いろいろな
対象者の事例や対処の仕方を聞
くことが更生支援力を高めることに
つながると思う▼触法者支援の現
場の現状を知れて、顔の見えるつ
ながりをもてるので、また参加したい

参 加 者 の 声

対面の良さはやはり
直接お話できること！
閉会後も多くの参加者が
残って交流されていました♪

質疑応答ではパネリスト側から「逆質問」が！
会員同士、フラットに和やかに質問し合いました😊

令和６年度第３回再犯防止・更生支援セミナー
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９月１１日、東京矯正管区にて、関東
更生支援ネットワーク主催の令和６年度第
３回再犯防止・更生支援セミナーを開催し
ました。今回のセミナーはオンラインだけでなく、
現地参加も募集して、会員同士の交流の
機会としていただきました。
そんな今回のテーマは、「私の支援、あなた
につながりますか？」として、犯罪や非行をし
た人が刑事司法手続から社会へ戻っていく

過程に、様々な形で関わり支援されている３
名のパネリストの方から実践報告をしていただ
いた後、東洋学園大学特任教授宮園久栄
氏をコーディネーターにお迎えして、パネルディ
スカッションを行いました。
支援する側と支援される側だけでなく、支
援する側同士が手を取り合うことで何か新し
い支援の在り方につながっていくのではないか、
そんな期待が見えたセミナーとなりました。

会員数４００名超え！

令和３年６月に発足
した関東更生支援ネット
ワークですが、ついに、会
員登録者数が400人を
超えました！
団体としての登録も受
け付けております。詳しく
はHPをご覧ください。

支援の在り方はそれぞれ
取組紹介を通じて深まる相互理解

https://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei24_00006.html


社会福祉法人安立園
安立園養護老人ホーム

関口 陽子氏

事業者向けパンフレット
更生支援

～誰一人取り残さない社会へ～

令
和
五
年
度
、
当
課
で
は
、
出
所
者
や
出
院
者
の
受
け
皿
と
な
り
得

る
事
業
者
向
け
に
再
犯
防
止
推
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
四
名
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
取
材
中
、
限
ら
れ
た
時
間
い
っ
ぱ
い
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
の

で
す
が
、
ペ
ー
ジ
の
都
合
上
、
お
話
の
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
更
生
刻
々
で
こ
ぼ
れ
話
を
ご
紹
介
し
ま

す
。最

終
回
と
な
る
今
回
は
、
東
京
都
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
安
立
園

安
立
園
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
関
口
陽
子
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
で

す
。何

か
一
つ
で
も
自
分
の
役
割
を
持
っ
て
、
自
分
が
こ
こ
に
い
て
も
い

い
ん
だ
と
思
え
る
、
そ
ん
な
居
場
所
が
あ
れ
ば
、
人
は
安
心
し
て
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
き
辛
さ
を
抱
え

な
が
ら
も
生
き
て
い
く
人
た
ち
を
最
後
ま
で
見
守
る
安
立
園
で
の
利
用

者
の
方
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
・
・

何
回
も
累
犯
し
て
し
ま
っ
て
人
生
の
ほ
と
ん
ど
刑
務
所
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
触
法
者
じ
ゃ
な
く
て
も
地
域
の
中

に
も
社
会
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
お
家
を
ゴ
ミ
屋
敷

に
し
て
し
ま
う
方
と
か
、
近
隣
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

な
く
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
家
を
出
さ
れ
ち
ゃ
う
方
と
か
。
そ
う
い
う

方
が
混
在
し
て
い
る
の
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
ね
。
施
設
の
中
で
守

ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
人
の
個
性
と
し
て
み
な
し
て
落
ち
着
け
る
よ
う
に
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もっと知りたい 第二次再犯防止推進計画

前回、矯正施設において、適時の段階で必要なアセスメントを実施することにより、特性を把握し、効果的な指導等の

実施を図っていることをお伝えしましたが、もちろんアセスメントだけでは、情報の把握に留まりますので、その情報に応じた

矯正処遇・矯正教育を実施していく必要があります。

これまでも、刑務所では受刑者で薬物依存、暴力団員、性犯罪等特定の事情を有する者に対して、その事情の改善

に資するよう特別改善指導を実施してきましたが、これら指導その他働き掛けの充実化を図っていくこととなります。また、

少年院においても、性非行の防止にかかる指導の一層の充実化を図っていきます。

おおむね26歳未満の若年受刑者については、その可塑性に着目して、少年院における矯正教育の手法やノウハウ、そ

の建物・設備等を活用しながら、少年・若年者の特性に応じたきめ細やかな指導等の充実化を図っています。これにつ

いては、昨年度10月、千葉県の少年院「市原学園」を転用した全国初となる刑事施設「市原青年矯正センター」が開

設されました。

また、犯罪をした者等が社会復帰する上で、自らが犯した罪等の責任を自覚し、犯罪被害者等の置かれた状況や心

情等を理解することが不可欠であることを踏まえ、被害者の視点を取り入れた教育や、昨年12月から新設された「被害

者等の心情等の聴取・伝達制度」により、被害者等の心情等を考慮した矯正処遇・矯正教育の充実化を図っていくこ

ととなっています。

重点課題（Ⅵ）＜④－２犯罪をした者等の特性に応じた効果的な指導＞

支
援
者の

声

対
応
し
て
い
く
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
穏
や
か

に
な
れ
ば
、
本
人
も
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て

満
足
度
が
上
が
る
の
で
、
居
心
地
が
良
く

な
っ
て
、
生
活
が
安
定
す
る
。
そ
ん
な
サ
イ

ク
ル
が
安
立
園
で
は
で
き
て
い
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

安
立
園
は
お
墓
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
一

緒
に
生
活
し
て
い
た
仲
間
の
お
別
れ
に
立
ち

会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
後
骨
を
拾
っ
て

も
ら
え
る
安
心
感
だ
っ
た
り
、
入
れ
る
お
墓

が
あ
っ
て
仲
間
に
見
送
っ
て
も
ら
え
る
、
安

心
で
き
る
も
の
が
最
後
ま
で
見
え
て
い
る
の

で
、
じ
ゃ
あ
そ
れ
ま
で
の
間
楽
し
ん
で
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す

よ
ね
。
最
初
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
奴

ら
と
同
じ
墓
に
な
ん
か
入
ら
な
い
と
か
お
っ

し
ゃ
る
ん
で
す
け
ど
、
生
活
の
中
で
ど
こ
か

居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

一
年
く
ら
い
経
つ
と
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
く

る
ん
で
す
よ
ね
。
「
田
舎
に
帰
る
っ
て
言
っ

て
い
た
け
ど
ど
う
す
る
？
」
っ
て
聞
く
と

「
安
立
園
か
な
。
」
「
安
立
園
の
お
墓
に
入

り
た
い
。
」
「
み
ん
な
に
見
送
っ
て
も
ら
い

た
い
。
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

「
安
心
立
命
」
の
理
念
に
つ
な
が
る
と
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
生
活
で
、

楽
し
み
や
、
自
分
な
り
に
何
か
こ
こ
の
中
で

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
役
割
を
持
っ
て
、

最
後
ま
で
全
う
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
生

活
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。


